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１．委員の指摘及び提言概要 

課題設定が明確で、それぞれのサブテーマ間の連携もよくとられており、具体的な成果が得られ

ている優れた研究である。鉛汚染と鳥インフルエンザの複合作用が免疫抗体を低下させて死亡リス

クを高めていることを明らかにしたことは大きな成果である。流行ウィルスの由来を特定し、鳥イ

ンフルエンザ対策へ展開できた点は大きな成果である。また、遺伝子を利用した診断法を社会実装

できたことは、優れている。コストの計算など、行政に貢献するための定量的な検討課題があるも

のの、環境行政への貢献も大きい。 

 

２．採点結果 
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